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シ
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史
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と
日
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本
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義
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節
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序
　
章

藤
　
　
岡

純

　
本
稿
の
課
題
は
、
現
代
目
本
企
業
税
制
の
諸
要
因
を
シ
ャ
ウ
プ
勧
告

と
の
係
り
で
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
企
業
税
制
に
っ
い
て
の
研
究
は

数
多
ぐ
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
諸
要
因
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
ま

だ
充
分
に
た
さ
れ
て
い
る
と
は
言
難
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
は
、
現
代

目
本
企
業
税
制
の
諾
要
因
を
解
明
す
る
た
め
の
一
つ
の
準
備
作
業
で
あ

る
。　

現
代
目
本
企
業
税
制
を
観
定
し
て
い
る
諸
要
因
の
第
一
は
、
具
体
的

た
日
本
資
本
主
義
の
発
展
で
あ
り
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
て
、
企
業
税
制

彩
態
が
一
定
の
変
化
・
発
展
を
遂
げ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
の
係
り
で
税
制
彩
態
の
変
化
を
考
察
す
る

方
法
は
、
部
分
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
中
に
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
目
本
資
本
主
義
の
全
体
像
の
中
で
税
制
移
態
の
変
化
を
考



察
し
ょ
う
と
す
る
試
み
は
、
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
と
言
っ
て
過
言
で

は
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
目
本
税
制
研
究
に
お
げ
る
主
要
な
方
法
は
、
国
際
比
較

に
よ
っ
て
目
本
税
制
の
特
徴
を
解
明
す
る
方
法
と
、
税
制
形
態
の
特
徴

を
不
公
平
税
制
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
す
る
方
法
に
大
別
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
。
国
際
比
較
に
。
よ
る
方
法
は
、
形
態
の
特
質
解
明
の
た
め
に
一

定
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
方
法
で
は
、
そ
の
形
態
を

規
定
し
て
い
る
諸
要
因
を
科
学
的
に
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

あ
る
。
租
税
制
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
げ
る
資
本
主
義
発
展
の
特

徴
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
資
本
主
義
発
展
の
特
徴
に
基
づ
く

も
の
と
し
て
の
制
度
把
握
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
墾
言
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
租
税
論
が
目
本
資
本
主
義
論
の
一

角
と
し
て
の
租
税
論
た
り
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
同
時

に
、
単
な
る
国
際
比
較
に
よ
る
方
法
で
は
、
先
進
資
本
主
義
国
に
共
通

の
租
税
現
象
を
そ
の
挽
定
要
因
ま
で
掘
り
下
げ
て
分
析
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
が
ゆ
え
に
、
現
代
資
本
主
義
論
の
一
角
と
し
て
の
租
税
論
た
り

え
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
現
代
日
本
企
業
税
制
を
不
公
平
税
制
で
あ
る
と
し
て
批
判
す
る
方
法

は
、
税
制
研
究
に
お
い
て
重
要
な
課
題
を
含
ん
で
い
る
。
現
代
日
本
企

　
　
　
　
現
代
目
本
企
業
税
制
の
諸
要
因
（
藤
岡
）

業
税
制
が
極
め
て
逆
進
的
な
税
制
構
造
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
諸
々

の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ

う
な
不
公
平
が
ど
の
よ
う
な
日
本
資
本
主
義
の
諸
条
件
の
中
で
彩
成
さ

れ
て
き
た
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
必
ず
し
も
充
分
に
解
明
さ
れ
て

は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
の
解
明
は
、
不
公
平
税
制
を
是
正
す
る
た
め
の

諸
条
件
の
解
明
と
表
裏
一
体
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
極
め
て
重
要
な
課
題

と
一
言
わ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
目
本
資
本
主
義
の
発
展
に
規
定
さ
れ
た
企
業
税
制
彩
態

の
変
化
を
、
次
の
三
っ
の
観
点
、
す
な
わ
ち
、
主
力
工
業
構
成
の
変
化

・
独
占
資
本
集
団
の
集
中
二
「
高
度
成
長
」
か
ら
「
低
成
長
」
へ
の
転

換
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
三

っ
の
観
点
は
、
別
々
に
切
り
離
し
て
取
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
相
互
連
関
の
う
ち
に
解
明
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
観
点
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
た
一
定
の
結
論
は
、
企
業
税
制
彩

態
が
、
目
本
資
本
主
義
の
発
展
に
ょ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、

そ
の
形
態
が
す
で
に
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
中
に
端
緒
と
し
て
存
在
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
現
代
目
本
企
業
税
制
を
観
定
し
て
い
る
第
二
の
要
因
は
、
内
部
留
保

優
遇
を
認
め
た
法
人
擬
制
説
と
し
て
の
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
で
あ
る
。
シ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
（
七
七
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）

ウ
プ
勧
告
に
っ
い
て
の
研
究
は
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
歴

史
的
位
置
づ
げ
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
一
致
を
見
る
に
い
た
っ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
歴
史
的
位
置
づ
げ
に
っ
い
て
の
主

要
な
見
解
は
、
そ
の
後
の
税
制
の
変
化
を
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
崩
壊
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
見
解
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧

告
が
極
め
て
体
系
的
・
合
理
的
・
公
平
な
税
制
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

基
礎
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
が
玩
代
日
本
企
業

税
制
を
規
定
し
て
い
る
と
す
る
筆
者
の
見
解
は
、
そ
の
よ
う
な
認
識
に

対
す
る
批
判
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
そ
の
批
判
に
際
し
て
重
要
た
こ
と

は
、
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
の
主
観
的
意
図
に
か
か
わ
り
た
く
、
客
観
的
に

は
、
内
部
留
保
優
遇
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
体
系
性
・
公
平
・
合
理

性
が
「
勧
告
」
内
部
で
崩
壌
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
　
．

　
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
日
本
の
企
業
税
制
は
、
内
部

留
保
優
遇
を
認
め
た
法
人
擬
制
説
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
性
格
を
有
す

る
の
で
あ
る
が
、
目
本
資
本
主
義
の
発
展
に
っ
れ
て
、
そ
の
と
る
形
態

は
一
定
の
変
化
を
遂
げ
る
も
の
の
、
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮

特
需
期
・
「
高
度
成
長
」
期
・
「
低
成
長
」
期
の
現
代
に
い
た
る
ま
で
貫

ぬ
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
彬
態
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、

低
税
率
と
「
近
代
会
計
理
論
」
お
よ
び
法
人
間
配
当
益
金
不
算
入
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
（
七
七
二
）

る
内
部
留
保
優
遇
の
措
置
は
、
端
緒
と
し
て
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
す
で
に

存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
措
置
が
目
本
資
本
主
義
の
発
展
に
規
定
さ

れ
て
、
拡
大
ま
た
は
一
定
の
縮
小
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
現
代
目
本
企
業
税
制
の
諸
要
因
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
と
日
本
資
本
主

義
の
発
展
と
の
二
つ
に
限
ら
れ
る
わ
げ
で
は
た
く
、
一
定
の
税
収
の
確

保
、
あ
る
い
は
、
増
収
見
込
み
に
よ
る
減
税
と
い
う
側
面
を
含
む
こ
と

は
言
う
ま
で
も
た
い
。
し
か
し
、
増
収
の
必
要
あ
る
い
は
増
収
見
込
み

に
よ
る
減
税
も
、
日
本
資
本
主
義
の
発
展
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
諸
要
因
に
数
え
ら
れ
な
げ
れ
ぱ
な

　
　
（
３
）

ら
な
い
。

　
（
１
）
　
例
え
ぱ
、
谷
山
治
雄
著
『
租
税
政
策
論
』
一
九
六
九
年
発
行
、
和
田

　
　
　
八
束
著
『
現
代
租
税
論
』
一
九
七
〇
年
発
行
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
２
）
林
健
久
「
シ
ャ
ウ
ブ
勧
告
と
税
制
改
革
」
東
京
大
学
杜
会
科
学
研
究

　
　
　
所
編
『
戦
後
改
革
』
第
七
巻
、
一
九
七
四
年
発
行
、
所
収
。

　
　
　
　
佐
藤
進
「
法
人
税
原
理
の
変
遷
」
、
西
野
嘉
一
郎
・
宇
田
川
璋
仁
編

　
　
　
　
『
現
代
企
業
課
税
論
』
一
九
七
七
年
発
行
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
３
）
　
本
稿
は
日
本
財
政
学
会
第
三
十
四
回
大
会
（
一
九
七
七
年
一
〇
月
一

　
．
　
　
五
・
六
目
、
京
都
大
学
に
於
て
）
報
告
研
究
の
成
果
で
あ
る
。



第
一
章
　
現
代
日
本
企
業
税
制
と
日
本
資
本
主
義

第
一
節
時
期
区
分
と
企
業
減
税
の
諸
特
徴

　
現
代
日
本
企
業
税
制
の
諸
要
因
の
第
一
は
、
目
本
資
本
主
義
の
発
展

で
あ
る
が
、
目
本
資
本
主
義
の
発
展
と
の
係
り
で
企
業
税
制
形
態
を
考

察
す
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
、
企
業
税
制
形
態
、
と
く
に
企
業
減
税
彬

態
に
っ
い
て
、
そ
の
変
化
と
特
徴
を
概
括
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
戦
後
日
本
の
企
業
減
税
の
変
遷
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
よ
っ
て
基
本

構
造
が
確
立
さ
れ
て
以
降
、
大
き
く
三
つ
の
時
期
に
分
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
第
一
は
朝
鮮
特
需
期
（
一
九
五
〇
～
一
九
五
四
）
で
あ
り
、
貸
倒

準
備
金
・
価
格
変
動
準
備
金
・
退
職
給
与
引
当
金
・
特
別
償
却
等
の
損

益
計
算
を
通
じ
る
減
税
が
大
き
く
導
入
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時

期
の
特
徴
は
、
何
よ
り
も
、
税
率
に
よ
る
減
税
で
は
な
く
、
損
益
計
算

を
通
じ
る
減
税
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
表
１
は
企
業

減
税
に
ょ
る
減
収
額
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
税
率
引
下
げ

に
ょ
る
減
収
は
一
九
五
五
年
以
降
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
そ
れ
に
よ

る
減
収
は
た
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
損
益
計
算
を
通
じ
る
企
業
減
税
は
、

一
九
五
四
年
で
四
五
二
億
円
に
達
し
て
い
る
。
表
ー
は
、
利
益
金
に
占

　
　
　
　
現
代
日
本
企
業
税
制
の
諸
要
因
一
（
藤
岡
）

め
る
製
造
業
の
減
税
構
造
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
表
で
も
、

朝
鮮
特
需
期
に
お
け
る
特
徴
が
、
諸
引
当
金
に
よ
る
利
益
増
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
一
九
五
〇
～
五
四
年
の
諸
引
当
金
に
よ
る
利
益
増
は
一

四
二
億
円
（
す
べ
て
各
年
度
下
期
の
額
）
に
達
し
て
い
る
。

．
第
二
の
時
期
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
六
九
年
の
一
五
年
問
で
あ

り
、
「
高
度
成
長
」
期
と
乎
ぼ
れ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

配
当
軽
課
措
置
を
含
む
税
率
引
下
げ
に
ょ
る
企
業
減
税
と
、
耐
用
年
数

改
訂
を
中
心
と
す
る
減
価
償
却
に
、
企
業
減
税
の
重
点
が
置
か
れ
て
い

る
。
法
人
税
率
は
、
一
九
五
四
年
に
四
二
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九

五
五
年
に
四
〇
％
、
一
九
五
八
年
に
三
八
％
、
六
五
年
に
三
七
劣
、
六

六
年
に
三
五
％
（
規
模
別
軽
課
税
率
を
除
く
）
と
漸
次
引
下
げ
ら
れ
て
い

る
。
法
人
税
率
に
よ
る
減
収
額
は
表
１
に
よ
る
と
一
九
六
九
年
に
１
は
四

〇
一
七
億
円
に
達
し
、
特
別
措
置
企
業
減
税
額
合
計
を
は
る
か
に
上
回

っ
て
い
る
。
配
当
軽
課
に
よ
る
減
税
措
置
は
一
九
六
一
年
に
設
げ
ら
れ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
年
に
は
支
払
配
当
に
対
す
る
税
率
は
二
八
劣
に

引
下
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
一
九
六
四
年
に
は
二
六
％
に
ま
で
引
下
げ
ら
れ

て
い
る
。
配
当
軽
課
に
よ
る
減
収
額
は
表
１
で
は
充
分
に
表
れ
て
い
な

い
が
、
多
額
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
表
ー
で
は
、
各
減
税
項
目
の

比
重
が
明
確
に
た
っ
て
い
る
が
、
配
当
軽
課
措
置
を
含
む
税
率
引
下
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
（
七
七
三
）
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税
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金
げ
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益

よ
　
よ
　
利
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こ
　
　
る

訂
　
却
　
よ

改
　
償
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数
　
価
　
金
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増
減
増
当

常
率
増
用
益
別
益
引

経
税
益
耐
利
特
利
諸
増

よに税無ム
ア
増
ミ
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利
フ
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額
利
税
る
減
よ
十
に
金
げ
益
下
利
引

る
　
る
　
益

よ
　
よ
　
利

に
　
　
に
　
　
る

訂
　
却
　
よ

改
　
償
　
に

数
　
価
　
金

年
増
減
増
当

常
率
増
用
益
別
益
引

経
税
益
耐
利
特
利
諸
増

よに税無ム
ア
増
ミ
益
り
利
フ
る

期
当
工
－
増
金
れ
て
額
４
２

下
　
　
配
　
と
１
：
却
　
備
さ
　
じ
加
　
に

て
　
　
　
　
備
３
・
償
　
準
載
　
乗
増
　
額

べ
　
率
設
，
価
び
記
を
の
減

す
。
鳩
徽
鶴
訪
鴛
鱗

徹
溢
鷺
碑
諜
警
雌

が
　
算
Ｘ
　
お
９
６
る
　
引
１
９
　
減
金
　
金

者
　
計
金
　
に
Ｇ
よ
　
却
，
　
増
当
　
備

筆
　
て
当
　
額
１
に
　
償
し
　
の
引
　
準

二
搬
驚
雛
撹
燃

析
　
よ
片
　
減
）
年
　
特
し
　
諸
特
　
額

分
の
率
　
，
３
年
用
　
・
出
期
・
加

帥
簑
鷲
ズ
讐
薫
鱗

難
歎
瀦
謝
驚
篤
砺

腔
霧
蝸
－
算
鴛
縦
驚
。
は

鴛
舳
）
驚
灘
窯
漂

済
あ
下
益
率
数
比
　
％
価
加
　
金
。
い
ア
て

簑
鶉
鱗
鴛
騰
鱗
島
伐
纂

三
数
税
当
軽
耐
建
９
６
額
特
各
い
諸
出
差
プ
を

　
の
　
　
　
　
場
Ｇ
加
　
の
て
　
算
を
　
％

）
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
）

１
　
　
　
２
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
５
　
　
　
　
　
６

）注（

に
ょ
る
利
益
増
は
、

一
九
五
五
～
五
九
年
に
は
二
・
八
％
、
一
九
六
〇

～
六
四
年
に
六
・
三
％
、
六
五
～
六
九
年
に
六
・
八
％
と
、
全
体
と
し

て
最
も
高
く
、
　
「
高
度
成
長
」
期
に
お
げ
る
主
た
る
減
税
方
法
で
あ
っ

現
代
日
本
企
業
税
制
の
諸
要
因
（
藤
岡
）

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

諸
引
当
金
に
よ
る
利
益
増
は
、

朝
鮮
特
需
期
に
は
、
最
も
大
き
な
減
税
方
法
で
あ
っ
た
が
、
　
「
高
度
成

長
」
期
に
は
比
重
は
大
き
く
増
加
せ
ず
、
む
し
ろ
減
少
傾
向
を
示
し
て

六
三
（
七
七
五
）
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い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
諸
引
当
金
が
縮
小
さ
れ
る
一
方
で
あ
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
諾
引
当
金
は
、
一
九
五
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
（
３
）

～
八
年
の
一
定
の
整
理
縮
小
の
後
に
は
、
量
的
に
は
増
大
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
そ
の
増
大
を
上
回
っ
て
、
税
率
引
下
げ
に
よ
る
減
税
措
置
が

強
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。

　
耐
用
年
数
の
改
訂
は
、
一
九
六
一
年
に
機
械
設
備
に
つ
い
て
二
〇
劣

短
縮
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
一
九
六
四
年
に
同
じ
く
一
五
％
、
さ
ら
に

一
九
六
六
年
に
は
建
物
の
耐
用
年
数
が
一
五
劣
短
縮
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
年
に
お
げ
る
耐
用
年
数
改
訂
に
よ
る
滅
収
額
は
表
１
の
通
り
で
あ

る
が
、
税
率
の
場
合
と
同
様
に
、
改
訂
の
年
度
に
の
み
減
収
が
生
じ
る

の
で
は
な
く
、
改
訂
後
各
年
に
わ
た
っ
て
同
じ
割
合
で
減
税
が
行
わ
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
計
算
す
る
と
、
表
皿
の
よ

う
に
、
一
九
六
五
～
六
九
年
に
は
、
税
率
引
下
げ
に
よ
る
利
益
増
と
並

ん
で
最
も
大
き
な
減
税
方
法
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
朝
鮮
特
需
期
と
「
高
度
成
長
」
期
を
通
じ
て
法
人
の
受
取
配

当
益
金
不
算
入
に
よ
る
減
収
が
、
常
に
一
定
割
合
で
推
移
し
て
い
る
。

　
第
三
の
時
期
は
、
一
九
七
〇
年
以
降
の
「
低
成
長
」
と
言
わ
れ
る
局

面
で
あ
る
が
、
こ
の
期
の
企
業
減
税
の
特
徴
は
、
税
率
の
一
定
の
引
上

げ
に
よ
る
税
率
を
通
じ
る
企
業
滅
税
割
合
の
低
下
と
、
損
益
計
算
を
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
（
七
七
六
）

じ
る
減
税
方
法
の
比
重
の
顕
著
た
増
大
で
あ
る
。
表
皿
に
よ
る
と
、
税

率
引
下
げ
に
よ
る
利
益
増
は
、
六
・
八
劣
か
ら
五
・
六
％
へ
低
下
し
、

諸
引
当
金
に
よ
る
利
益
増
は
三
・
六
％
か
ら
四
・
六
劣
へ
と
増
大
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
た
時
期
区
分
と
そ
の
時
期
の
企
業
減
税
の
諸
特
徴
は
、

目
本
資
本
主
義
の
発
展
に
よ
っ
て
観
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
次
に
、
現
代
目
本
企
業
税
制
と
目
本
資
本
主
義
と
の
関
係
を
解

明
し
た
げ
れ
ぽ
恋
ら
た
い
。

　
（
１
）
　
配
当
軽
課
措
置
は
株
式
資
本
の
充
実
を
図
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
も

　
　
　
の
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
必
ず
し
も
達
成
さ
れ
て
は
い
た
い
。
た
ぜ

　
　
　
な
ら
、
支
払
配
当
部
分
に
対
す
る
税
率
を
三
八
％
か
ら
二
八
％
へ
、
約

　
　
　
七
五
％
圧
縮
し
た
分
だ
げ
、
配
当
控
除
率
を
二
〇
劣
か
ら
一
五
％
に
、

　
　
　
そ
し
て
受
取
配
当
の
益
金
不
算
入
の
割
合
を
一
〇
〇
％
か
ら
七
五
％
に

　
　
　
し
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
支
払
会
杜
に
有
利
な
分
だ
け
配
当
を

　
　
　
受
け
と
る
法
人
お
よ
び
個
人
の
投
資
家
に
は
不
利
と
た
っ
た
か
ら
で
あ

　
　
　
る
。
こ
の
措
置
は
、
株
式
資
本
の
充
実
の
た
め
の
措
置
に
は
た
ら
た
か

　
　
　
っ
た
が
、
企
業
に
と
っ
て
、
税
率
引
下
げ
に
よ
る
内
部
留
保
充
実
と
し

　
　
　
て
の
意
義
は
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
２
）
　
「
そ
の
（
租
税
特
別
措
置
　
　
筆
者
）
整
理
合
理
化
が
進
め
ら
れ
て

　
　
　
き
て
い
る
が
、
そ
の
反
面
そ
の
時
々
の
経
済
的
要
請
に
応
ず
る
新
規
措

　
　
　
置
の
創
設
が
行
わ
れ
て
い
る
。
」
（
税
制
調
査
会
『
「
今
後
に
お
け
る
わ

　
　
　
が
国
の
杜
会
、
経
済
の
進
展
に
即
応
す
る
基
本
的
な
租
税
制
度
の
あ
り



（
３
）
方
」
に
つ
い
て
の
答
申
及
び
そ
の
審
議
の
内
容
と
経
過
の
説
明
』
一
九

六
四
年
一
二
月
発
行
、
二
〇
七
ぺ
ー
ジ
）
。

　
一
九
六
〇
～
六
四
年
の
時
期
か
ら
一
九
六
五
～
六
九
年
の
時
期
へ
の

諸
引
当
金
に
。
よ
る
利
益
増
の
比
重
の
増
大
は
、
一
九
六
四
年
の
貸
倒
引

当
金
と
退
職
給
与
引
当
金
の
本
税
へ
の
組
み
入
れ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
思
わ
れ
る
。
特
別
減
税
と
一
般
減
税
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
こ

の
本
税
へ
の
組
み
入
れ
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
研
究
と
し
て
和
田
八
束

氏
の
「
租
税
特
別
措
置
の
彬
成
と
展
開
過
程
」
、
前
掲
『
現
代
租
税
論
』

が
あ
げ
ら
れ
る
。

第
二
節
　
企
業
減
税
と
日
本
資
本
主
義

　
朝
鮮
特
需
期
か
ら
「
高
度
成
長
」
期
を
経
て
「
低
成
長
」
期
へ
い
た
る
ま

で
の
企
業
減
税
形
態
の
変
化
が
、
い
か
な
る
目
本
資
本
主
義
の
発
展
に

よ
っ
て
観
定
さ
れ
て
い
る
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
本
節
の
課
題
で
あ
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
朝
鮮
特
需
期
に
お
い
て
は
、
税
率
に
よ
る

滅
税
よ
り
も
損
益
計
算
を
通
じ
る
減
税
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ

れ
に
対
し
て
、
高
度
成
長
期
に
は
、
税
率
引
下
げ
が
主
た
る
減
税
方
法

で
あ
り
、
諸
引
当
金
等
は
、
増
大
し
て
い
る
も
の
の
構
成
比
で
は
税
率

に
よ
る
減
税
に
１
及
ぱ
た
い
。
ま
た
耐
用
年
数
改
訂
に
よ
る
利
益
増
が
特

に
一
九
六
五
～
六
九
年
に
。
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
朝
鮮
特
需
期

か
ら
「
高
度
成
長
」
期
へ
の
減
税
彩
態
の
変
化
は
、
何
よ
り
も
、
両
時

　
　
　
　
現
代
日
本
企
業
税
制
の
諸
要
因
（
藤
岡
）

期
の
主
力
工
業
構
成
の
相
違
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　
「
高
度
成
長
期
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
す
ぐ
れ
て
鉄
鋼
・
石
油

化
学
・
機
械
工
業
等
の
素
材
重
化
学
工
業
独
占
と
組
立
型
工
業
独
占
の

強
蓄
積
の
過
程
で
あ
っ
た
が
、
朝
鮮
特
需
期
に
は
、
そ
れ
ら
の
重
化
学

工
業
資
本
が
強
蓄
積
を
遂
げ
る
段
階
に
は
い
ま
だ
至
っ
て
お
ら
ず
、
繊

維
工
業
等
の
非
重
工
業
中
心
の
蓄
積
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
利
益
額

に
つ
い
て
み
る
と
、
表
皿
の
よ
う
に
、
一
九
五
〇
～
五
四
年
の
時
期
に

は
、
経
常
利
益
金
の
合
計
額
が
繊
維
工
業
で
八
一
〇
億
円
、
製
造
業
全

体
の
二
六
・
七
％
を
占
め
て
お
り
、
最
も
利
益
額
が
高
か
っ
た
と
言
え

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鉄
鋼
業
で
は
二
九
〇
億
円
で
九
・
五
％
に
。
す
ぎ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
五
～
五
九
年
の
時
期
に
は
、
鉄
鋼
業
に

お
げ
る
利
益
額
が
一
〇
六
四
億
円
、
全
体
の
一
七
・
二
劣
で
最
も
高
く
、

次
い
で
輸
送
用
機
械
工
業
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
六
〇
～
六
四

年
、
六
五
～
六
九
年
の
い
ず
れ
の
時
期
に
も
輸
送
用
機
械
工
業
と
鉄
鋼

業
の
比
重
が
高
く
、
繊
維
工
業
は
最
も
利
益
額
の
低
い
工
業
の
一
つ
に

た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
両
時
期
に
は
、
主
力
工
業
構
成
に
お
い
て
大
き
た
差

異
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
政
策
の
中
心
は
い
ず
れ
の
時
期
に
１
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
（
七
七
七
）
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経
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菱
成
ご
作

　
が）注（

て
も
重
工
業
な
い
し
は
重
化
学
工
業
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
戦
後
日
本
資
本
主
義
は
、
朝
鮮
特
需
期
を
契
機
と
し
て
著
し
く
発
展

し
、
鉱
工
業
生
産
は
一
九
五
五
年
に
戦
前
・
戦
中
を
通
じ
る
最
高
水
準

を
突
破
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
期
の
資
本
蓄
積
は
、
全
体

と
し
て
、
、
繊
維
工
業
等
の
非
重
工
業
部
門
中
心
で
あ
っ
て
、
重
工
業
部

門
で
は
、
財
政
・
金
融
等
の
政
府
の
政
策
の
も
と
に
独
占
形
成
が
行
わ

れ
、
一
九
五
五
年
以
降
の
本
格
的
な
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
の
た

対
し
て
、
よ
り
多
く
の
減
税
を
行
う
た
め
に
は
、

利
益
額
の
高
い
工
業
に
相
対
的
に
高
い
減
税
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

課
税
所
得
算
定
機
構
を
通
じ
る
減
税
で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
重
工
業
に
お
げ
る
実
質
的
利
益
金
の
損
金
算
入
率
を

他
の
産
業
に
比
し
て
よ
り
高
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
の

重
工
業
に
お
げ
る
減
税
割
合
を
高
め
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
、
こ
の
時

期
に
損
益
計
算
を
通
じ
る
減
税
に
重
点
が
置
か
れ
た
こ
と
の
理
由
で
あ

　
　
　
　
　
六
六
（
七
七
八
）

め
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
朝
鮮
特
需
期
に
お
げ
る
目
本
開
発
銀
行
に
よ
る
四

大
重
点
産
業
投
資
は
、
電
力
・
海
運
・
鉄
鋼
・
石
炭

を
あ
わ
せ
る
と
、
一
九
五
一
年
度
に
は
一
三
八
億
円

・
五
二
年
度
二
九
八
億
円
・
五
三
年
度
七
三
七
億
円

に
達
し
、
同
銀
行
に
よ
る
総
産
業
投
資
の
そ
れ
ぞ
れ

六
七
・
四
劣
、
六
九
・
八
％
、
八
八
・
七
％
を
構
成

　
　
　
　
　
　
（
１
）

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
企
業
減
税
は
こ
の
よ
う
な
財
政
金
融
政
策
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
滅
税
の
重
点
は
重
工

業
資
本
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
特
需
期
に
お

。
い
て
、
利
益
額
が
相
対
的
に
低
位
な
重
工
業
資
本
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
率
に
よ
る
減
税
は
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実
質
的
利
益
金
の
損
金
算
入
率
が
繊
維
工
業
よ
り
も
鉄
鋼
業
の
方
が
著

　
表
ｖ
は
鉄
鋼
業
と
繊
維
工
業
に
お
げ
る
企
業
減
税
額
の
推
移
を
示
し
　
　
し
く
高
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

て
い
る
が
、
一
九
五
〇
～
五
四
年
に
は
、
利
益
額
は
鉄
鋼
業
に
お
い
て
　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
特
需
期
に
お
い
て
は
、
重
点
工
業
で
あ
る
重
工

三
二
億
〔
繊
維
工
業
に
お
い
て
八
町
七
億
円
と
後
者
の
方
が
多
額
業
の
利
益
額
が
低
い
が
ゆ
え
に
・
損
益
計
算
を
通
じ
る
減
税
に
よ
一
て
・

に
の
ぼ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
諸
引
当
金
に
よ
る
利
益
増
の
利
盗
金
　
　
重
工
業
に
対
し
て
高
い
減
税
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
「
高
度
成
長
」

に
占
め
る
割
合
は
、
鉄
鋼
業
六
．
八
％
、
繊
維
工
業
四
・
四
劣
と
前
者
　
　
期
に
は
、
重
化
学
工
業
資
本
そ
の
も
の
が
高
利
潤
の
体
制
を
彩
成
し
て

の
方
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
静
特
別
措
置
に
よ
る
　
　
い
る
の
で
、
税
率
引
下
げ
に
よ
っ
て
、
重
化
学
工
業
資
本
に
対
し
て
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
射
一
＜
　
繁
竃
糖
～
欝
議
Ｈ
糠
行
折
９
小
吟
癖
薄
諒
◎
講
舜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
的
に
多
額
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繋
　
畿
　
淋
　
　
　
　
　
　
難
議
Ｈ
牒
　
（
轟
ヨ
“
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
減
税
を
行
う
こ

（
時
）

除
Ｈ
□
声
画
Ｇ
。

現
代
日
本
企
業
税
制
の
諸
要
因
（
藤
岡
）

六
七
（
七
七
九
）

と
が
可
能
と
た

っ
た
の
で
あ
る
。

　
表
Ｍ
に
よ
る

と
、
一
九
五
五

年
か
ら
一
九
六

九
年
ま
で
、
全

体
と
し
て
の
減

税
額
の
割
合
は

鉄
鋼
業
の
方
が

わ
ず
か
に
高
い



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）

が
大
き
た
差
異
は
な
く
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
利
益
額
そ
の
も
の
が

鉄
鋼
業
に
お
い
て
巨
額
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
減
税
の
額
そ
の

も
の
は
、
鉄
鋼
業
の
方
が
著
し
く
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
重
化
学
工
業
資
本
の
高
利
潤
の
体
制
が
移
成
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
同
じ
税
率
引
下
げ
で
も
、
重
化
学
工
業
資
本
に
相
対
的
に
大

き
た
減
税
と
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
．
素
材
重
化

学
工
業
資
本
に
お
げ
る
巨
大
装
置
体
系
の
存
在
は
、
耐
用
年
数
改
訂
に

よ
る
素
材
重
化
学
工
業
資
本
に
対
す
る
減
税
を
著
し
い
も
の
と
し
た
。

　
朝
鮮
特
需
期
か
ら
「
高
度
成
長
」
期
へ
の
重
化
学
工
業
資
本
中
心
の

企
業
減
税
は
、
利
益
の
資
本
へ
の
再
転
化
、
と
り
わ
げ
、
巨
大
な
固
定

資
本
へ
の
再
転
化
に
お
い
て
大
き
た
意
義
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
朝
鮮
特
需
期
か
ら
「
高
度
成
長
」
期
へ
の
企
業
減
税
形
態
の
変
化
は
、

重
化
学
工
業
資
本
の
蓄
積
段
階
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
の
過
程
は
、
同
時
に
独
占
資
本
集
団

の
集
中
の
過
程
で
あ
り
、
受
取
配
当
益
金
不
算
入
の
措
置
は
、
そ
の
独

占
資
本
集
団
の
集
中
を
促
進
す
る
一
つ
の
積
粁
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
鉄
鋼
・
石
油
化
学
等
の
重
化
学
工
業
独
占
は
、
巨
大
な
固
定
資
本
を

有
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
強
蓄
積
と
産
業
構
造
の
高
度
化
は
、
巨
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
（
七
八
○
）

固
定
資
本
投
資
を
核
と
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
資
本
規
模
の
巨
大
化
を

必
然
的
に
す
る
。
戦
後
日
本
に
お
い
て
は
、
問
接
金
融
方
式
が
優
位
を

占
め
、
金
融
機
関
借
入
等
の
他
人
資
本
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、

他
人
資
本
の
割
合
の
高
さ
そ
の
も
の
は
、
一
定
の
自
已
資
本
の
高
さ
を

前
提
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
な
く
し
て
他
人
資
本
比
率
の
増
大

は
あ
り
え
た
い
の
で
あ
る
。
こ
の
資
本
規
模
の
巨
大
化
は
、
株
式
発
行

が
株
主
割
当
に
よ
っ
て
お
り
、
そ
の
株
主
割
当
が
法
人
問
を
中
心
と
し

て
行
わ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
法
人
問
の
株
式
持
合
比
率
の
増
大
と
し
て
あ

ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
表
Ｖ
は
所
有
者
別
株
式
分
布
状
況
で
あ
る
が
、
一
九
五
〇
年
か
ら
一

九
七
〇
年
に
い
た
る
ま
で
、
一
貫
し
て
法
人
の
持
株
比
率
が
増
大
し
、

特
に
金
融
機
関
を
通
じ
る
持
株
比
率
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
法
人
の

持
株
比
率
の
高
さ
と
、
　
「
高
度
成
長
」
期
に
お
げ
る
比
率
の
増
大
が
、

受
取
配
当
益
金
不
算
入
の
措
置
を
一
つ
の
積
粁
と
し
て
、
独
占
資
本
集

団
の
集
中
を
一
層
促
進
し
た
の
で
あ
る
。

　
朝
鮮
特
需
期
お
よ
び
「
高
度
成
長
」
期
に
お
い
て
は
、
企
業
減
税
は
■

総
体
と
し
て
、
利
益
の
巨
大
固
定
資
本
へ
の
再
転
化
に
お
い
て
大
き
た

意
義
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
　
「
低
成
長
」
期
に
い
た
り
、
そ
の

役
割
は
一
定
の
変
化
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
以
降
目
本
資



　
）
　
％
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０
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杜
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機
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会
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法
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共

国

そ
国

公

融
資
券
他
国
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人

■

府

金
投
証
そ
外
小

個
外
小

政

合

法
　
　
人

個
　
人

○

りよ
２
８皿行発年

７
２

１
９』占寡『著－義崎宮）注（

本
主
義
は
、
一
九
七
三
年
を
除
き
、
そ
れ
ま
で
の
「
高
度
成
長
」
期
に

比
べ
て
生
産
の
伸
び
に
お
い
て
著
し
く
低
下
し
、
一
九
七
四
年
に
は
マ

イ
ナ
ス
に
転
じ
、
こ
の
局
面
が
戦
後
目
本
資
本
主
義
の
構
造
的
矛
盾
の

顕
在
化
の
過
程
で
あ
る
と
広
く
認
識
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
利
益

金
に
お
い
て
も
、
表
皿
の
よ
う
に
、
一
九
七
〇
～
七
四
年
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
現
代
日
本
企
業
税
制
の
諾
要
因
（
藤
岡
）

対
前
五
年
比
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
時
期
を
全
体
と
し
て
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
一
九
七
三
年
の
高
利
潤
の
時
期
を
含
ん
で

お
り
、
ま
た
そ
れ
ま
で
の
時
期
に
比
べ
て
物
価
上
昇
が
著
し
い
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
時
期
に
は
、
対
前
五
年
比
に
お
い
て
一
層
の
実
質
的
低

下
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
戦
後
最
大
の
不
況
局
面
の
中
で
、
独
占
資
本
は
、
省
力

化
投
資
に
よ
る
「
合
理
化
」
、
所
得
政
策
の
一
環
と
し
て
、
杜
外
流
出

の
圧
縮
、
と
り
わ
げ
賃
金
抑
圧
に
よ
っ
て
高
利
潤
の
体
制
を
維
持
し
よ

う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
た
め
の
一
つ
の
手
段
が
利
益
の
過
小
算

定
機
構
の
活
用
で
あ
り
、
利
益
過
小
算
定
機
構
が
杜
外
流
出
の
圧
縮
、

賃
金
抑
圧
の
手
段
と
し
て
の
意
義
を
強
め
る
こ
と
に
。
た
る
の
で
あ
る
。

一
九
七
〇
～
七
四
年
に
お
け
る
製
造
業
の
経
常
利
益
金
は
四
一
、
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

九
億
円
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
利
益
過
小
部
分
を
加
え
る
と
六
三
、
〇
七

二
億
円
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
六
五
・
三
％
に
利
益
が
過
小
算
定
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
低
成
長
」
局
面
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
所
得
過
小
算
定
機
構
の
意

義
の
増
大
は
、
税
制
に
変
化
が
た
く
と
も
、
利
益
率
が
一
定
低
下
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
利
益
金
に
占
め
る
利
益
過
小
部
分
の
増
大
と
い
う
彩

で
あ
ら
わ
れ
て
く
る
が
、
損
益
計
算
を
通
じ
る
減
税
の
額
そ
の
も
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
（
七
八
一
）
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増
大
す
れ
ぱ
、
そ
の
賃
金
抑
圧
の
手
段
と
し
て
の
意
義
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
　
「
低
成
長
」

局
面
で
は
、
税
率
に
よ
る
減
税
よ
り
も
、
損
益
計
算
を
通
じ
る
減
税
に

そ
の
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
に
た
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
一
九

七
〇
～
七
四
年
に
お
い
て
、
税
率
が
一
定
引
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

税
率
を
通
じ
る
減
税
割
合
が
減
少
傾
向
を
示
し
、
逆
に
諾
引
当
金
に
よ

る
利
益
増
の
割
合
が
増
大
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
の
要
因
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
固
定
資
本
投
資
は
利
益
増
加
率
の
低
下
ま
た
は
利
益
額

そ
の
も
の
の
低
下
に
遅
れ
て
減
少
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
固
定

資
本
へ
再
転
化
す
る
と
い
う
減
税
の
意
義
が
皆
無
に
た
っ
た
わ
げ
で
は

な
い
。
問
題
と
た
る
の
は
、
利
益
増
加
率
ま
た
は
利
益
額
そ
の
も
の
の

低
下
の
結
果
、
し
か
も
、
一
九
七
四
年
以
降
の
総
需
要
管
理
政
策
を
切

掛
と
し
た
減
量
経
営
の
一
環
と
し
て
、
損
益
計
算
を
通
じ
る
減
税
措
置

が
、
賃
金
抑
圧
と
し
て
の
意
義
を
著
し
く
強
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
現
代
目
本
企
業
税
制
は
、
目
本
資
本
主

義
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
、
そ
の
形
態
と
意
義
を
変
化
さ
せ
ら
れ
て
き

た
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
貫
か
れ
て
い
る
の
は
内
部
蓄
積
の
優
遇
で

あ
り
、
そ
の
彩
態
と
し
て
の
低
法
人
税
率
と
損
益
計
算
を
通
じ
る
減
税

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
基
本
的
性
格
と
彩
態
は
減
価
償
却
に
よ
る
措
置
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
（
七
八
二
）

除
げ
ば
、
す
で
に
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
端
緒
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

税
率
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
一
九
六
一
年
の
配
当
軽
課
措
置
の
導
入
に

際
し
て
、
法
人
擬
制
説
に
基
づ
い
て
二
重
課
税
の
調
整
を
株
主
段
階
か

ら
法
人
段
階
に
一
部
移
し
か
え
た
こ
と
、
未
来
費
用
の
引
当
て
に
つ
い

て
は
、
一
九
六
四
年
に
貸
倒
引
当
金
を
全
額
洗
替
え
制
度
に
し
、
評
価

性
引
当
金
に
な
っ
た
と
い
う
理
由
で
本
税
に
移
し
か
え
た
こ
と
が
、
シ

ャ
ウ
プ
勧
告
の
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
と
は
言

え
、
　
一
度
、
「
勧
告
」
の
論
理
に
立
ち
帰
り
、
そ
の
後
に
再
度
、
「
勧

告
」
が
い
か
に
現
代
日
本
企
業
税
制
を
規
定
し
て
い
る
か
に
っ
い
て
述

べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
（
１
）
『
目
本
開
発
銀
行
一
〇
年
史
』
一
九
六
三
年
発
行
、
七
一
ぺ
ー
ジ
。

　
（
２
）
　
こ
こ
で
利
益
過
小
部
分
と
述
べ
た
の
は
、
耐
用
年
数
改
訂
に
よ
る
減

　
　
　
価
償
却
額
の
増
加
額
・
特
別
減
価
償
却
引
当
金
の
増
減
額
・
特
別
減
価

　
　
　
償
却
引
当
金
を
除
く
諸
引
当
金
の
増
減
額
・
及
び
資
本
準
備
金
の
増
減

　
　
　
額
の
合
計
で
あ
る
。

第
二
章

　
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
歴
史
的
意
義
と
現
代
目
本

企
業
税
制

第
一
節

　
体
系
性
・
公
平
・
合
理
性
の

お
け
る
崩
壌
と
資
本
蓄
積

「
勧
告
」

に



　
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
歴
史
的
意
義
づ
け
に
つ
い
て
の
支
配
的
た
見
解
は
、

朝
鮮
特
需
期
お
よ
び
「
高
度
成
長
」
期
の
租
税
構
造
を
シ
ャ
ウ
プ
勧
告

の
崩
壊
過
程
と
し
て
位
置
づ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
見
解
は
、

「
勧
告
」
そ
の
も
の
が
、
極
め
て
体
系
的
な
税
制
で
あ
り
、
合
理
的
、

公
平
な
税
制
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
勧
告
」
が
い
か
に
現
代
日
本
企
業
税
制
を
規
定
し
て
い
る
か
を
考
察

す
る
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
「
勧
告
」
の
論
理
構
造
と
そ
の
も
っ

合
理
性
、
公
平
に
つ
い
て
論
究
し
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

法
人
擬
制
説
と
内
部
留
保

　
法
人
擬
制
説
は
、
株
式
会
杜
の
初
期
の
発
展
彩
態
、
す
な
わ
ち
、
い

ま
だ
レ
ソ
ト
ナ
ー
化
し
な
い
比
較
的
小
数
の
出
資
者
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
た
企
業
体
と
し
て
の
株
式
会
杜
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
後
に

至
っ
て
み
ら
れ
る
よ
う
な
資
本
的
株
主
と
大
衆
的
株
主
の
顕
著
な
分
裂

も
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
資
本
的
株
主
の
委
託
を
受
げ
た
機
能
資
本
家

た
る
経
営
管
理
層
の
存
在
も
な
い
。
こ
の
時
期
に
お
げ
る
株
式
会
杜
利

潤
は
、
そ
の
ま
ま
株
主
の
所
得
と
し
て
の
性
格
を
基
本
的
に
も
っ
て
お

り
、
そ
れ
ゆ
え
、
株
式
会
杜
の
計
上
利
益
の
処
分
の
方
法
は
、
計
上
さ

れ
た
利
益
の
大
半
む
し
ろ
大
部
分
が
株
式
配
当
と
し
て
分
配
さ
れ
る
と

　
　
　
　
現
代
日
本
企
什
茱
税
制
の
諸
要
因
（
藤
岡
）

い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
株
式
資
金
が
追
加
資
本
の
主
な
源
泉
で
あ

る
が
ゆ
え
に
．
、
利
益
留
保
も
配
当
政
策
の
手
段
で
あ
っ
て
、
限
ら
れ
た

期
問
内
に
配
当
と
し
て
分
配
さ
れ
る
傾
向
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
規
模
・
生
産
活
動
に
お
い
て
支
配
的
た
現
代
の
株
式
会
杜
．

に
お
い
て
は
、
大
株
主
に
代
表
さ
れ
る
資
本
的
株
主
層
と
レ
ソ
ト
ナ
ー

化
し
っ
っ
あ
る
多
数
の
大
衆
株
主
層
の
分
裂
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
資
本
的
株
主
の
委
託
を
受
げ
た
機
能
資
本
家
た
る
経
営
支
配

層
が
、
一
般
株
主
に
対
し
て
独
自
の
位
置
を
占
め
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

こ
の
段
階
で
は
、
配
当
は
杜
外
流
出
の
ご
く
一
部
に
限
定
さ
れ
、
配
当

の
利
子
化
傾
向
が
顕
著
と
な
る
が
、
そ
の
反
面
と
し
て
、
独
占
利
潤
を

反
映
し
て
、
杜
内
留
保
が
増
大
す
る
。
こ
の
杜
内
留
保
は
、
も
は
や
一

定
の
期
問
内
に
配
当
と
し
て
配
分
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
資
本
へ
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

転
化
さ
れ
る
自
已
蓄
積
部
分
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
杜
内

留
保
の
存
在
こ
そ
が
、
法
人
の
株
主
に
帰
属
で
き
な
い
独
自
の
活
動
を

最
も
端
的
に
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
内
部
留
保
を
い
か
に
捕
捉
す
る
か
と
い
う
こ
と

が
、
現
代
の
法
人
に
法
人
擬
制
説
を
適
用
す
る
場
合
、
最
も
重
要
な
課

題
の
一
っ
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
で
き
な
い
時
に
は
、
法
人
擬

制
説
そ
の
も
の
が
崩
壊
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
（
七
八
三
）



（
１
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）

　
カ
藤
睦
夫
「
法
人
課
税
の
発
展
史
的
考
察
」
『
立
命
館
経
済
学
』
第

十
五
巻
第
五
・
六
合
併
号
、
参
照
。

二
　
「
勧
告
」

の
体
系
性
と
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
課
税

　
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
は
、
法
人
擬
制
説
に
基
づ
い
て
、
法
人
税
と
個
人
所

得
税
の
関
係
が
一
応
の
首
尾
一
貫
し
た
体
系
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
中
核
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
蔽
税
で
あ
り
、
そ
れ
が
内
部

留
保
を
捕
捉
で
き
る
と
い
う
論
理
に
よ
っ
て
、
法
人
擬
制
説
が
徹
底
さ

れ
る
と
い
う
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
．
ゲ

イ
ソ
課
税
が
法
人
の
内
部
留
保
を
捕
捉
で
き
る
も
の
で
た
い
た
ら
ぽ
、

シ
ャ
ゥ
プ
勧
告
の
体
系
性
そ
の
も
の
が
崩
壌
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。　

キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
課
税
が
法
人
の
内
部
留
保
そ
の
も
の
を
捕
捉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
　
　
　
（
２
）

す
る
も
の
で
な
い
こ
と
宰
す
で
に
林
栄
夫
氏
や
加
藤
睦
夫
氏
に
よ
っ

て
証
明
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
株
価
の
騰
落
の
原
因
は
、

配
当
率
の
変
化
や
利
子
率
の
変
化
た
ど
数
多
く
あ
り
、
内
部
留
保
の
増

減
に
よ
る
も
の
は
、
そ
の
原
因
の
ご
く
一
都
に
す
ぎ
な
い
。
第
二
に
、

内
部
留
保
の
増
大
が
期
待
利
益
の
増
大
の
た
め
に
株
価
に
反
映
す
る
と

し
て
も
、
内
部
留
保
の
増
大
は
株
価
上
昇
の
媒
介
に
な
る
だ
げ
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
（
七
八
四
）

キ
ャ
ピ
タ
ル
∴
ゲ
イ
ソ
は
内
部
留
保
そ
の
も
の
の
転
移
で
は
あ
り
え
た

い
の
で
あ
る
。
間
題
と
た
る
の
は
、
内
部
留
保
が
一
定
期
問
後
に
配
当

と
し
て
分
配
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
内
部
留
保
を

反
映
し
て
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
ィ
ソ
が
発
生
す
る
が
、
そ
れ
が
配
当
と
し

て
分
配
さ
れ
た
年
に
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ
ス
が
発
生
し
、
同
時
に
、
配
当

に
課
税
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
ィ
ソ
と
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
ロ
ス
は
相
殺
さ
れ
る
か
ら
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
課
税
は
配
当

課
税
の
前
取
り
課
税
で
あ
り
、
将
来
配
当
と
し
て
課
税
さ
れ
る
内
部
留

保
を
内
都
留
保
発
生
の
時
点
で
捕
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
但
し
、

こ
れ
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
ィ
ソ
発
生
の
年
に
譲
渡
さ
れ
る
と
し
た
場
合
で
あ
る
）
。

し
か
し
た
が
ら
、
内
部
留
保
が
一
定
期
間
後
に
配
当
と
Ｌ
て
分
配
さ
れ

る
と
い
う
前
提
そ
の
も
の
が
現
代
の
株
式
会
杜
に
は
妥
当
し
た
い
。
内

部
留
保
は
、
資
本
へ
再
転
化
さ
れ
る
自
己
蓄
積
都
分
に
相
当
す
る
の
で

あ
る
。

　
「
勧
告
」
に
お
い
て
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
課
税
が
法
人
の
内
部

留
保
を
捕
捉
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と

を
意
味
す
る
。
第
一
に
１
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
ィ
ソ
課
税
を
中
核
と
す
る

法
人
擬
制
説
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
体
系
そ
の
も

の
が
崩
壊
す
る
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
内
部
留
保
捕
捉
不
能
で
あ
る



こ
と
は
、
逆
に
言
え
ぱ
、
内
部
留
保
優
遇
の
税
制
を
承
認
し
た
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
あ
る
。
内
部
留
保
の
増
大
は
、
一
方
で
法
人
税
が
低
い

定
税
率
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
方
で
、
未
来
費
用
の
引
当
等
の
損

益
計
算
自
由
化
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
林
栄
夫
著
『
戦
後
日
本
の
租
税
構
造
』
一
九
五
八
年
発
行
、
参
照
。

　
　
（
２
）
　
加
藤
睦
夫
「
租
税
」
島
恭
彦
・
林
栄
夫
編
『
財
政
学
講
座
』
第
三
巻
、

　
　
　
参
照
。

三
　
「
勧
告
」

の
公
平

　
企
業
課
税
の
公
平
に
関
し
て
、
　
「
勧
告
」
が
最
も
重
要
視
し
て
い
る

の
は
、
法
人
企
業
の
個
人
株
主
と
個
人
企
業
家
と
の
バ
ラ
ソ
ス
で
あ
る
。

ま
ず
、
法
人
の
利
益
全
部
が
配
当
さ
れ
る
時
に
は
、
法
人
税
率
三
五
％

と
個
人
の
受
取
配
当
控
除
二
五
％
と
の
組
合
せ
は
、
五
三
％
の
限
界
税

率
の
適
用
を
受
げ
る
個
人
株
主
と
課
税
前
の
法
人
利
益
の
持
分
に
等
し

い
利
益
を
有
す
る
個
人
企
業
主
と
の
租
税
負
担
率
が
ほ
ぽ
等
し
く
な
る

よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
内
部
留
保
を
有
す

る
法
人
に
有
利
と
な
る
か
ら
、
法
人
の
内
部
留
保
に
対
し
て
利
子
附
加

税
が
も
う
げ
ら
れ
て
い
る
。
利
子
附
加
税
に
っ
い
て
「
勧
告
」
で
は
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
例
を
挙
げ
る
と
一
定
の
法
人
の
株
主
が
、
税
率
五
五
％
の
階
級
区
分
で
課

　
　
　
　
現
代
日
本
企
業
税
制
の
諸
要
因
（
藤
岡
）

税
さ
れ
る
所
得
を
有
す
る
と
す
る
な
ら
ぱ
、
原
則
と
Ｌ
て
各
株
主
は
、
そ
の
法

人
の
利
益
に
対
し
て
そ
の
五
五
％
の
税
を
現
在
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。
利
益
が

す
べ
て
配
当
さ
れ
る
な
ら
ぱ
、
実
際
そ
の
利
益
は
五
四
・
五
％
の
税
を
負
担
す

る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
五
四
・
五
％
と
い
う
の
は
、
法
人
利
益
各
一
〇
〇
円
に
対

す
る
三
五
円
の
法
人
税
に
、
配
当
と
し
て
分
配
さ
れ
た
六
五
円
の
五
五
％
の
個

人
所
得
税
即
ち
三
五
円
七
五
銭
を
加
え
、
こ
れ
か
ら
二
五
％
の
控
除
即
ち
一
六

円
二
五
銭
を
差
引
い
た
も
の
、
即
ち
一
〇
〇
円
当
り
五
四
円
五
〇
銭
の
全
税
額

か
ら
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
法
人
が
、
配
当
の
支
払
を
延
期
す
る
た
ら
注
、

当
初
支
払
う
額
は
、
僅
か
に
三
五
円
で
あ
る
。
利
益
が
後
年
に
た
っ
て
配
当
と

し
て
分
配
さ
れ
る
な
ら
ば
、
一
九
円
五
〇
銭
の
税
金
を
追
加
し
て
、
支
払
わ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
は
間
違
い
が
な
い
。
し
か
し
提
案
し
て
い
る

利
子
附
加
税
が
課
税
さ
れ
た
い
場
合
に
は
、
こ
の
問
、
納
税
者
と
法
人
と
が
、

こ
の
一
九
円
五
〇
銭
を
実
際
無
利
子
で
使
用
し
た
こ
と
に
た
る
の
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、
六
五
円
の
留
保
利
益
に
対
す
る
毎
年
一
％
即
ち
毎
年
六
五
銭
に
な
る

利
子
附
加
税
の
負
担
は
、
こ
の
一
九
円
五
〇
銭
の
使
用
に
対
す
る
一
年
三
・
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

％
を
ほ
ん
の
僅
か
上
廻
る
控
目
の
利
子
負
担
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
」

　
こ
の
よ
う
に
、
利
子
附
加
税
は
、
内
部
留
保
に
対
し
て
一
定
期
問
免

除
さ
れ
る
税
額
の
利
子
相
当
分
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

「
勧
告
」
で
は
一
定
期
問
後
に
、
内
部
留
保
は
配
当
と
し
て
分
配
さ
れ

る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
現
代
の
株
式
会
杜
に
あ
っ

て
は
、
こ
の
内
部
留
保
は
自
己
蓄
積
部
分
で
あ
り
、
決
し
て
一
定
期
問

後
に
分
配
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
内
部
留
保
が
一
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
（
七
八
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）

期
問
後
に
も
分
配
さ
れ
な
い
と
す
る
と
、
　
「
勧
告
」
の
例
は
次
の
よ
う

に
変
更
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
五
％
の
階
級
区
分
で
課
税
さ
れ
る
所

得
を
有
す
る
法
人
の
株
主
は
、
利
益
が
全
部
配
当
と
し
て
分
配
さ
れ
る

と
す
る
と
、
一
〇
〇
円
の
利
益
に
対
し
て
総
計
五
四
・
五
円
の
税
額
を

負
担
す
る
こ
と
に
た
る
。
し
か
し
、
そ
の
利
益
が
全
部
留
保
さ
れ
る
と

す
る
と
、
三
五
円
の
法
人
税
に
、
利
子
附
加
税
が
六
五
円
の
一
劣
、
す

た
わ
ち
六
五
銭
、
あ
わ
せ
て
三
五
円
六
五
銭
が
負
担
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
利
益
が
配
当
と
し
て
分
配
さ
れ
る
場
合
と
内
部
留

保
さ
れ
る
場
合
に
は
、
一
〇
〇
円
の
利
益
に
対
し
て
一
八
・
三
五
円
も

の
差
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
五
五
％
の
階
級

区
分
で
課
税
さ
れ
る
個
人
企
業
家
は
、
一
〇
〇
円
の
利
益
に
対
し
て
五

五
円
の
税
額
を
負
担
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
一
〇
〇
円
の
利
益
に

対
し
て
、
個
人
企
業
家
と
利
益
留
保
す
る
法
人
で
は
、
大
き
た
課
税
に

お
げ
る
不
公
平
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
留
保
利
益
は
、

「
勧
告
」
で
は
、
結
局
、
そ
れ
が
株
価
に
反
映
し
、
譲
渡
さ
れ
る
時
に
、

キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
課
税
に
よ
っ
て
捕
提
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

公
平
が
保
証
さ
れ
る
し
く
み
に
次
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
ィ
ソ
課
税
に
よ

る
内
部
留
保
捕
捉
の
論
理
は
虚
構
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
シ
ャ
ウ
プ
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
（
七
八
六
）

節
団
の
主
観
的
意
図
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
客
観
的
に
は
、
法
人
株
主
と

個
人
企
業
家
と
の
公
平
は
「
勧
告
」
そ
の
も
の
の
中
で
崩
壌
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
公
平
の
崩
壊
は
、
個
人
企
業
に
比
べ
て
の
法
人
企
業
の
優

遇
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
法
人
税
が
配
当
に
対
す

る
源
泉
課
税
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
根
凱
づ
げ
ら
れ
た
低
法
人
税
率
が
、

内
部
留
保
捕
捉
不
能
に
よ
っ
て
、
一
層
法
人
税
減
免
の
意
義
を
増
大
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
（
３
）

せ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
ｏ

　
　
（
１
）
　
、
宛
召
◎
ユ
８
－
省
彗
易
¢
弓
翼
｝
一
一
８
耳
艘
ｏ
ｏ
ｏ
ぎ
毛
冒
穿
｛
８
，
一

　
　
　
く
◎
－
－
ｂ
．
Ｈ
８
．

　
　
（
２
）
　
「
勧
告
」
は
、
個
人
所
得
税
の
と
こ
ろ
で
、
勤
労
所
得
者
・
農
業
所

　
　
　
得
者
・
個
人
企
業
家
と
の
公
平
を
計
っ
て
い
る
（
そ
れ
に
よ
っ
て
大
衆

　
　
　
課
税
が
軽
減
さ
れ
た
わ
げ
で
は
た
い
）
の
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
、

　
　
　
脱
税
と
独
断
的
な
更
正
決
定
が
頻
発
す
る
危
機
を
回
避
し
、
税
務
行
政

　
　
　
の
執
行
を
よ
り
効
果
的
に
行
う
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と

　
　
　
は
法
人
企
業
の
個
人
株
主
と
個
人
企
業
家
と
の
公
平
の
目
的
に
つ
い
て

　
　
　
も
妥
当
す
る
の
で
あ
っ
て
、
　
「
い
か
た
る
租
税
制
度
も
そ
れ
が
公
平
た

　
　
　
も
の
で
な
け
れ
ば
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
（
。
寄
君
ユ
，
一

　
　
　
ｐ
宗
）
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
と

　
　
　
言
え
よ
う
。

　
（
３
）
本
稿
で
は
、
「
勧
告
」
に
お
げ
る
公
平
の
崩
壊
の
根
拠
を
内
部
留
保

　
　
　
優
遇
に
求
め
た
が
、
一
定
率
の
配
当
控
除
率
も
、
二
重
課
税
の
調
整
効

　
　
　
果
が
低
所
得
層
に
は
薄
く
高
所
得
層
に
は
厚
い
と
い
う
こ
と
に
帰
着
す



る
（
西
野
萬
里
「
租
税
政
策
に
お
け
る
公
平
性
－
個
人
所
得
税
の
、

法
人
税
と
の
接
点
に
お
け
る
問
題
点
１
■
；
明
大
商
学
論
叢
』
第
五

七
巻
第
五
号
、
一
九
七
五
年
二
月
、
参
照
）
。

　
四
　
「
勧
告
」
の
合
理
性

　
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
が
合
理
的
税
制
の
確
立
を
目
ざ
し
た
と
す
る
見
解
で

は
、
合
理
性
と
は
、
課
税
所
得
の
正
確
な
算
定
、
す
た
わ
ち
、
課
税
所

得
の
過
大
算
定
と
過
小
算
定
を
同
時
に
排
除
す
る
こ
と
に
あ
る
と
理
解

　
　
　
　
（
１
）

さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
戦
後
復
興
期
に
－
お
げ
る
企
業
経
理
は
極
め
て

混
乱
し
て
お
り
、
例
え
ぱ
、
棚
卸
資
産
の
経
理
に
お
い
て
、
加
重
平
均

法
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
統
一
が
多
か
っ
た

り
、
急
速
な
物
価
上
昇
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
期
末
の
棚
卸
資
産
を
評

価
減
し
、
評
価
損
を
計
上
す
る
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
た
り
し
た
。
そ

れ
に
対
し
て
使
節
団
は
、
「
近
代
会
計
理
論
」
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て

い
る
方
法
の
中
で
の
選
択
を
認
め
、
選
択
後
に
は
大
蔵
省
の
認
可
が
な

い
限
り
一
つ
の
方
法
に
一
貫
し
て
従
っ
て
い
く
こ
と
を
強
制
し
、
評
価

減
の
よ
う
な
不
合
理
な
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
を
勧
告
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
「
勧
告
」
に
お
げ
る
課
税
所
得
算
定
機
構
が
「
合
理
的
」

で
あ
る
か
の
よ
う
な
外
観
を
与
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
問
題
は
、
棚

　
　
　
　
現
代
目
本
企
業
税
制
の
諸
要
因
（
藤
岡
）

卸
資
産
・
減
価
償
却
・
修
繕
費
等
の
経
理
方
法
に
一
定
の
幅
が
認
め
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
が
全
額
課
税
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
な
に
ー
よ
り
も
前
提
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
譲
渡
所
得
が
全
額
課
税
さ
れ
、
減
価
償
却
、
修
繕
お
よ
び
棚
卸
資

産
の
記
帳
が
た
さ
れ
て
い
る
全
部
の
資
産
の
基
礎
に
対
し
て
適
当
た
調

整
が
た
さ
れ
る
限
り
、
こ
れ
ら
の
経
理
方
法
の
変
更
は
、
所
得
が
申
告

さ
れ
る
時
期
の
変
更
を
含
む
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
総
額

に
ー
お
げ
る
変
更
で
は
な
い
。
従
っ
て
一
定
の
幅
が
、
こ
れ
ら
の
項
目
の
ー
ポ

経
理
方
法
に
お
い
て
は
、
認
め
ら
れ
て
も
よ
い
。
も
し
も
譲
渡
所
得
が
、

全
額
課
税
さ
れ
な
い
た
ら
ぽ
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
対
す
る
制
限
は
、
遥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

か
に
厳
重
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
」

　
す
な
わ
ち
、
　
「
近
代
会
計
理
論
」
で
認
め
ら
れ
て
い
る
経
理
方
法
の

選
択
は
、
必
然
的
に
、
所
得
算
定
に
お
げ
る
一
定
の
幅
、
特
に
過
小
算

定
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
が
全

額
課
税
さ
れ
て
い
る
限
り
、
過
小
算
定
に
よ
る
内
部
留
保
の
増
大
は
捕

提
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ

ィ
ソ
課
税
に
よ
っ
て
内
部
留
保
が
捕
捉
さ
れ
る
と
い
う
論
理
は
虚
構
で

あ
る
か
ら
、
客
観
的
に
は
、
「
勧
告
」
は
、
「
近
代
会
計
理
論
」
に
お
い

て
認
め
ら
れ
て
い
る
限
り
で
の
一
定
の
所
得
過
小
算
定
を
承
認
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
七
八
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）

と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
勧
告
」
の
も
つ
所
得
算
定
に
お

げ
る
合
理
性
は
分
断
さ
れ
、
崩
壊
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
「
経
理
方
法
の
合
理
的
運
用
に
よ
る
課
税
所
得
の
正
確
た
算
定
と
い

　
　
　
う
目
的
、
よ
り
詳
し
く
い
え
ば
、
資
本
の
減
耗
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
の

　
　
　
あ
る
課
税
所
得
の
過
大
算
定
機
構
、
お
よ
ぴ
企
業
に
特
権
的
た
優
遇
措

　
　
　
置
を
付
与
し
が
ち
た
課
税
所
得
の
過
小
算
定
機
構
を
、
同
時
に
排
除
す

　
　
　
る
と
い
う
目
的
は
、
減
価
償
却
の
ほ
か
、
資
産
再
評
価
、
棚
鈍
資
産
評

　
　
　
価
、
課
税
所
得
の
期
問
平
均
計
算
（
欠
損
の
繰
越
し
お
よ
び
繰
戻
し
）

　
　
　
次
ど
を
取
扱
っ
た
『
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
』
第
二
編
第
七
章
で
最
も
強
調
さ

　
　
　
れ
て
い
る
。
」
（
宮
島
洋
「
シ
ャ
ウ
プ
改
革
の
評
価
　
　
企
業
税
制
に
つ

　
　
　
い
て
ー
」
林
健
久
・
貝
塚
啓
明
編
『
目
本
の
財
政
』
一
九
七
三
年
発

　
　
　
行
、
二
三
八
ぺ
ー
ジ
）

　
　
（
２
）
、
寄
君
ユ
、
一
く
ｏ
＝
－
り
．
崖
ｏ
－
Ｈ
芦

五
　
「
勧
告
」

の
基
本
的
性
格

　
以
上
の
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告

は
、
法
人
の
内
部
留
保
の
優
遇
を
承
認
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
体

系
性
・
公
平
・
合
理
性
に
お
い
て
、
極
め
て
不
徹
底
で
あ
り
、
「
勧
告
」

内
部
に
す
で
に
体
系
性
・
公
平
・
合
理
性
が
崩
壊
す
る
契
機
を
も
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
　
「
勧
告
」
に
お
げ
る
法
人
擬
制
説
の
論
理
的
帰
結
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
（
七
八
八
）

の
法
人
の
受
取
配
当
益
金
不
算
入
の
措
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

こ
の
措
置
は
、
法
人
の
受
取
配
当
が
そ
の
配
当
を
受
げ
た
法
人
の
課
税

所
得
に
含
ま
れ
る
な
ら
ぱ
、
　
「
一
法
人
が
他
の
法
人
の
株
式
を
所
有
す

る
場
合
に
は
、
一
つ
以
上
の
仲
介
的
法
人
を
経
由
す
る
こ
と
な
く
利
益

の
配
当
が
最
終
の
個
人
た
る
株
主
に
直
接
行
わ
れ
る
場
合
よ
り
も
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

重
い
税
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
」
に
な
る
と
い
う
理
由
で
設
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
い
わ
ぱ
、
法
人
税
を
個
人
所
得
課
税
の
源
泉
課
税
と
み
た

し
、
二
重
課
税
を
廃
除
す
る
体
系
の
論
理
的
帰
結
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
が
、
こ
の
場
合
も
、
や
ぱ
り
法
人
利
益
が
全
額
配
当
さ
れ
る
こ
と
を

前
提
に
し
て
い
る
。
な
畦
な
ち
、
法
人
の
受
取
配
当
が
全
額
法
人
ま
た

は
個
人
に
分
配
さ
れ
る
場
合
、
法
人
の
利
益
が
い
く
つ
か
の
仲
介
的
法

人
を
経
由
す
る
と
し
て
も
、
終
局
的
に
は
全
額
個
人
の
分
配
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
法
人
の
受
取
配
当
を
益
金

不
算
入
に
す
れ
ぱ
、
利
益
を
あ
げ
た
最
初
の
法
人
に
対
す
る
法
人
税
と
、

最
後
に
分
配
さ
れ
た
個
人
に
対
す
る
個
人
所
得
税
（
配
当
控
除
を
含
む
）

が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
た
り
、
二
重
課
税
は
廃
除
さ
れ
る
こ
と
に
た
る

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
た
が
ら
、
現
代
の
株
式
会
杜
秒
態
に
お
い
て
は
、
一
定
の
利

益
金
（
受
取
配
当
を
含
む
）
が
自
己
蓄
積
部
分
と
し
て
内
部
留
保
さ
れ
る



の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、
法
人
受
取
配
当
は
必

ず
し
も
配
当
と
し
て
他
の
法
人
や
個
人
に
分
配
さ
れ
ず
、
一
定
額
は
必

ず
内
部
留
保
さ
れ
る
こ
と
に
、
な
る
。
こ
の
場
合
、
受
取
配
当
を
損
益
に

算
入
す
る
と
、
そ
の
内
部
留
保
部
分
に
。
は
課
税
さ
れ
な
い
か
ら
、
他
の

法
人
や
個
人
に
分
配
さ
れ
て
最
終
的
に
個
人
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
る
場

合
。
よ
り
も
、
軽
い
負
担
で
済
む
と
い
う
結
論
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
法
人
問
配
当
の
益
金
不
算
入
の
措
置
は
、
低
税
率
と
近
代

会
計
理
論
の
導
入
と
同
様
に
、
内
部
留
保
優
遇
の
措
置
の
一
つ
で
あ
る

と
言
え
る
。

　
本
節
に
お
い
て
、
　
「
勧
告
」
の
体
系
性
・
公
平
・
合
理
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
論
は
、
「
勧
告
」
内
都
に
体
系

性
・
公
平
・
合
理
性
を
崩
壌
さ
せ
る
契
機
が
す
で
に
存
在
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
言
え
ば
、
シ
ャ
ゥ
プ
勧
告
の
基
本

的
性
格
は
、
内
部
留
保
優
遇
を
認
め
た
法
人
擬
制
説
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

　
　
（
１
）
実
寄
り
邑
、
一
く
・
＝
二
・
§
・

第
二
節

現
代
目
本
企
業
税
制
の
諸
要
因
と
シ
ャ
ウ

プ
勧
告
の
意
義

現
代
日
本
企
業
税
制
の
諸
要
因
（
藤
岡
）

　
一
　
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
基
本
的
性
格
と
歴
史
的
意
義

　
現
代
目
本
企
業
税
制
の
変
化
を
基
本
的
に
規
定
し
た
も
の
ぱ
、
第
一

（
１
）
に
、
法
人
の
内
部
留
保
優
遇
を
認
め
た
法
人
擬
制
説
と
し
て
の
シ
ャ
ウ

プ
勧
告
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
の
法
人
擬
制

説
が
そ
の
後
の
企
業
税
制
に
。
基
本
的
に
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
具
体
的
た
形
態
は
、
主
と
し
て
、
低
法
人
税
率
と
「
近
代
会
計
理

論
」
に
よ
る
損
金
概
念
の
拡
大
、
お
よ
び
法
人
の
受
取
配
当
益
金
不
算

入
の
措
置
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
そ
れ
ま
で
の
企
業
税
制
は
、
一
九
四
〇
年
の
法
人
税
独
立
以
来
、
資

本
金
額
に
対
し
て
課
税
す
る
な
ど
、
基
本
的
に
１
法
人
実
在
説
に
立
っ
て

い
た
。
資
本
そ
の
も
の
に
対
す
る
課
税
は
一
九
四
八
年
に
廃
止
さ
れ
た

が
、
資
本
金
を
基
準
と
し
て
そ
れ
を
超
過
す
る
所
得
に
対
し
て
課
税
す

る
超
過
所
得
税
は
存
続
さ
れ
た
。
ま
た
、
所
得
算
定
に
つ
い
て
は
、
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

規
で
極
め
て
厳
格
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
未
来
費
用
の
引
当
て
は
認
め

ら
れ
ず
、
貸
倒
引
当
金
も
、
理
実
の
貸
倒
が
生
じ
た
時
に
は
じ
め
て
損

金
に
算
入
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
企
業
税
制
に
根
本
的
た
変
革
を
も
た
ら
す

契
機
と
な
っ
た
の
が
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
内
部
留
保

優
遇
を
認
め
た
法
人
擬
制
説
が
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
人
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
（
七
八
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
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五
号
）

は
配
当
に
対
す
る
大
ざ
っ
ぱ
た
源
泉
課
税
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
税
率
の

決
定
は
技
術
的
問
題
と
な
り
、
一
定
の
幅
の
中
で
上
下
ぎ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
法
人
税
率
が
大
き
く
引
下
げ
ら
れ
る
時
に
は
、
そ

れ
に
応
じ
て
配
当
控
除
率
を
一
定
引
下
げ
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。
一
九
六
一
年
の
支
払
配
当
軽
課
措
置
の
導
入
に
と
も
な

う
、
配
当
控
除
率
の
引
下
げ
と
法
人
受
取
配
当
益
金
不
算
入
率
の
引
下

げ
は
、
法
人
擬
制
説
に
基
づ
く
二
重
課
税
の
調
整
を
株
主
段
階
か
ら
法

人
段
階
に
一
都
移
し
替
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
の
内
部
留
保

優
遇
の
措
置
は
「
近
代
会
計
理
論
」
の
範
囲
内
で
の
損
益
計
算
の
自
由

化
で
あ
り
、
ま
だ
端
緒
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
貸
倒
準
備
金
た
ど
の

未
来
費
用
引
当
て
の
措
置
が
は
じ
め
て
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
措
置
は
日
本
資
本
主
義
の
発
展
に
規
定
さ
れ
て
、
「
近
代
会
計
理
論
」

の
全
面
的
な
導
入
と
い
う
形
で
拡
大
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
法

人
受
取
配
当
益
金
不
算
入
の
措
置
は
、
法
人
擬
制
説
に
基
づ
い
て
導
入

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
措
置
に
よ
る

内
部
留
保
優
遇
が
、
　
〕
局
度
成
長
」
期
に
お
げ
る
独
占
資
本
集
団
の
集

中
を
一
層
促
進
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
こ
こ
で
の
現
代
目
本
企
業
税
制
の
諸
要
因
に
つ
い
て
の
叙
述
の
順
序

　
　
　
は
、
序
章
で
の
そ
の
順
序
と
逆
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
第
二
章

　
　
　
第
一
節
が
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
基
本
的
性
格
と
彩
態
の
論
述
に
重
点
が
置

（
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
（
七
九
〇
）

か
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
松
隈
秀
雄
監
修
、
日
本
租
税
研
究
協
会
著
『
戦
後
目
本
の
税
制
』
七

七
べ
－
ジ
参
照
。

二
　
税
制
彫
態
と
目
本
資
本
主
義

　
現
代
目
本
企
業
税
制
は
、
内
部
留
保
優
遇
を
認
め
た
法
人
擬
制
説
ど

し
て
・
の
性
格
を
基
本
的
に
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
具

体
的
な
税
制
形
態
が
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
以
降
変
化
の
な
い
こ
と
を
意
味

す
る
の
で
は
な
い
。
基
本
的
性
格
は
貫
ぬ
か
れ
て
い
て
も
、
そ
の
と
る

彩
態
は
日
本
資
本
主
義
の
発
展
に
規
定
さ
れ
て
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

実
際
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
お
げ
る
企
業
税
制
と
今
日
の
企
業
税
制
は
、

そ
の
彩
態
に
お
い
て
異
る
部
分
を
数
多
く
有
す
る
と
言
っ
て
差
し
つ
か

え
な
い
。
だ
が
、
そ
の
移
態
に
お
い
て
も
、
税
率
に
よ
る
減
税
、
「
近

代
会
計
理
論
」
に
よ
る
損
金
概
念
の
拡
大
、
法
人
問
配
当
益
金
不
参
入

に
つ
い
て
は
、
資
本
蓄
積
の
発
展
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
義
と
内
容
を
一

定
変
化
さ
せ
た
が
ら
も
、
基
本
的
に
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
朝
鮮
特
需
期
・
「
高
度
成
長
」
期
・
「
低
成
長
」
期
に
お
け

る
企
業
減
税
の
特
徴
と
そ
れ
を
規
定
し
て
い
る
日
本
資
本
主
義
の
諸
特

徴
に
っ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
が

発
表
さ
れ
た
当
時
の
資
本
蓄
積
の
特
徴
に
焦
点
を
あ
て
つ
っ
、
シ
ャ
ゥ



プ
勧
告
の
税
制
彩
態
が
、
い
か
に
そ
れ
に
規
定
さ
れ
て
い
た
か
を
考
察

　
　
　
　
　
（
１
）

し
て
お
き
た
い
。

　
資
本
蓄
積
の
発
展
段
階
を
、
戦
後
復
興
期
の
中
で
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
が

発
表
さ
れ
る
前
年
ま
で
１
（
一
九
四
五
～
四
八
）
と
、
「
勧
告
」
が
発
表
さ
れ

た
年
（
一
九
四
九
）
、
及
び
朝
鮮
特
需
期
以
降
（
一
九
五
〇
～
）
に
分
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
、
利
益
率
と
固
定
資
本
投
資
を
中
心
に
そ
の
実
態
を
考
察
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
第
一
の
段
階
で
は
、
利
益
率
は
極
度
に

低
く
、
多
く
の
産
業
で
赤
字
を
か
か
え
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
拡
大
再

生
産
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、
復
金
等
か
ら
の
赤
字
融
資
が
巨
額
に
の

ぼ
っ
た
。
ま
た
、
固
定
資
本
投
資
は
、
全
体
の
中
で
比
重
が
小
さ
く
、

固
定
資
本
投
資
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
繊
維
工
業
等
の
一
部
を
除
け

ぱ
、
そ
の
多
く
が
修
繕
支
出
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
段
階

で
は
未
来
費
用
引
当
て
を
通
じ
る
減
税
そ
の
も
の
の
意
味
が
極
め
て
小

さ
く
、
利
潤
の
資
本
へ
の
再
転
化
に
お
け
る
減
税
の
役
割
も
小
さ
か
っ

た
と
言
え
る
。

　
「
勧
告
」
が
発
表
さ
れ
た
一
九
四
九
年
に
は
、
全
体
と
し
て
は
、
資

本
蓄
積
は
戦
後
復
興
期
の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中

で
も
利
益
率
は
一
定
の
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
利
益
率
の
一
定
の

上
昇
は
、
資
産
再
評
価
を
可
能
と
し
、
ま
た
一
定
の
範
囲
内
で
の
損
益

　
　
　
　
現
代
日
本
企
業
税
制
の
諸
要
因
（
藤
岡
）

計
算
を
通
じ
る
減
税
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
　
「
勧
告
」
で
は
、

「
近
代
会
計
理
論
」
に
よ
る
損
金
概
念
拡
大
の
措
置
と
し
て
、
主
と
し

て
、
棚
卸
資
産
の
経
理
の
自
由
化
、
修
繕
費
の
経
理
区
分
、
貸
倒
準
備

金
の
創
設
を
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
棚
卸
資
産
に
対
す
る
投
資

の
比
重
が
高
く
、
設
備
投
資
も
、
一
部
の
産
業
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど

修
繕
支
出
に
向
げ
ら
れ
て
い
る
状
態
の
中
で
は
、
棚
卸
資
産
の
経
理
の

自
由
化
、
修
繕
費
の
経
理
区
分
を
通
じ
る
損
金
概
念
の
拡
大
、
ま
た
、

問
接
金
顧
方
式
が
定
着
し
よ
う
と
し
て
い
る
中
で
の
貸
倒
準
備
金
の
創

設
は
、
極
め
て
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
た
が

ら
、
そ
の
後
の
朝
鮮
特
需
期
か
ら
み
る
た
ら
ぱ
、
い
ま
だ
利
益
率
も
極

め
て
低
く
、
「
合
理
化
」
投
資
も
行
わ
れ
て
い
な
い
段
階
で
あ
り
、
損

益
計
算
を
通
じ
る
減
税
は
極
め
て
制
限
さ
れ
て
い
た
生
言
え
る
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
の
よ
う
な
段
階
で
は
、
損
金
概
念
の
大
幅
な
拡
大
を
認
め
た

と
し
て
も
、
利
益
率
が
極
め
て
低
下
す
る
か
、
ま
た
は
赤
字
を
増
大
さ

せ
る
の
で
あ
り
、
帳
簿
上
赤
字
が
増
大
す
れ
は
、
株
価
の
低
落
な
ど
、

資
本
蓄
積
の
他
の
部
面
で
制
約
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
、
「
勧
告
」
に
お
い
て
、
「
近
代
会
計
理
論
」
が
は
じ
め
て

導
入
さ
れ
る
と
い
う
大
き
た
意
義
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
近
代
会
計
理

論
」
の
具
体
的
内
容
の
提
案
に
，
お
い
て
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
（
七
九
一
）
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の
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。

　
朝
鮮
特
需
期
を
む
か
え
、
利
益
率
が
急
上
昇
す
る
中
で
、
　
「
近
代
会

計
理
論
」
を
通
じ
る
全
面
的
た
減
税
の
条
件
が
で
き
、
そ
れ
を
通
じ
て

「
合
理
化
」
投
資
な
ど
の
巨
大
固
定
資
本
投
資
が
可
能
と
た
っ
た
の
で

あ
る
。
朝
鮮
特
需
期
以
降
の
企
業
税
制
の
変
化
と
そ
れ
を
条
件
づ
げ
た

目
本
資
本
主
義
の
発
展
に
っ
い
て
は
、
す
で
に
第
一
章
で
述
べ
た
通
り

で
あ
る
。

　
（
１
）
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
と
戦
後
目
本
の
資
本
蓄
積
」

　
　
　
　
『
立
命
館
経
済
学
』
第
二
五
巻
第
二
・
三
号
、
一
九
七
六
年
八
月
、
を

　
　
　
参
照
さ
れ
た
い
。

第
三
節
　
む

す
　
　
び

　
本
稿
で
課
題
と
し
た
こ
と
は
、
現
代
日
本
企
業
税
制
の
諸
要
因
の
解

明
で
あ
る
が
、
筆
者
は
そ
の
諾
要
因
を
、
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
シ

ャ
ウ
ブ
勧
告
の
二
っ
に
分
げ
て
考
察
し
た
。
日
本
資
本
主
義
の
発
展
は
、

内
部
留
保
優
遇
を
認
め
た
法
人
擬
制
説
と
い
う
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
よ
っ

て
確
立
し
た
戦
後
日
本
企
業
税
制
の
基
本
的
性
格
が
と
る
具
体
的
形
態

の
変
化
を
観
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
の
係
り
で
日
本
税
制
を
研
究
す
る
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
七
九
二
）

法
は
、
と
も
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
税
制
研
究
に
お
い
て
忘
れ
ら
れ
が

ち
た
方
法
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
戦
後
復
興
期
か
ら
、

朝
鮮
特
需
期
を
経
て
「
高
度
成
長
」
期
へ
至
り
、
玩
代
の
「
低
成
長
」

の
局
面
ま
で
の
税
制
形
態
が
、
た
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
変
化
し
て
き

た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
り
わ
げ
重
視
し
な
け
れ
ぽ

な
ら
な
い
の
は
、
基
幹
産
業
の
発
展
と
の
係
り
で
あ
る
。
シ
ャ
ウ
プ
勧

告
は
、
当
時
の
資
本
蓄
積
の
水
準
に
照
応
し
た
、
い
く
つ
か
の
資
本
蓄

積
税
制
を
提
案
し
、
　
「
近
代
会
計
理
論
」
に
よ
る
減
税
方
法
を
は
じ
め

て
目
本
に
導
入
し
た
。
し
か
し
た
が
ら
、
そ
の
内
容
は
、
利
益
率
が
低

く
、
固
定
資
本
投
資
も
低
位
な
水
準
に
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
限
ら
れ
た

範
囲
内
に
隈
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
朝
鮮
特
需
期
に
い
た
り
、

利
益
率
が
急
上
昇
し
、
ま
た
「
合
理
化
」
投
資
も
活
発
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
た
り
、
そ
れ
に
照
応
し
て
減
税
方
法
も
拡
大
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
時
期
の
資
本
蓄
積
の
中
心
が
繊
維
工
業
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
基

幹
産
業
に
相
対
的
に
多
額
の
減
税
を
行
う
た
め
に
、
損
益
計
算
を
通
じ

る
減
税
が
主
た
る
減
税
方
法
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
「
高
度
成
長
」
過

程
は
、
す
ぐ
れ
て
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
の
過
程
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
た
め
、
税
率
を
通
じ
る
減
税
方
法
に
よ
っ
て
、
高
利
潤
の
体
制
を

構
築
し
た
重
化
学
工
業
資
本
に
対
し
て
相
対
的
に
多
額
の
減
税
を
行
う



こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
重
化
学
工
業
資
本
の
巨
大
装
置
体
系

の
存
在
は
、
減
価
償
却
、
特
に
耐
用
年
数
改
訂
に
よ
る
減
税
措
置
の
意

義
を
増
大
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
基
幹
産
業
の
発
展
は
、
杜
会
的
総
再

生
産
過
程
に
お
げ
る
産
業
構
造
の
高
度
化
を
意
味
し
、
こ
の
こ
と
は
資

本
撹
模
の
巨
大
化
と
、
独
占
資
本
集
団
の
集
中
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く

る
の
で
あ
る
が
、
法
人
問
配
当
益
金
不
算
入
の
措
置
は
、
独
占
資
本
集

団
集
中
の
一
っ
の
積
粁
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
　
「
高
度
成
長
」
か
ら

「
低
成
長
」
へ
の
転
換
は
、
利
潤
の
固
定
資
本
へ
の
再
転
化
に
主
要
な

意
義
を
有
し
て
い
た
減
税
に
よ
る
内
部
留
保
増
大
の
措
置
に
、
一
定
の

変
化
を
も
た
ら
し
た
。
　
「
低
成
長
」
期
に
は
、
所
得
過
小
算
定
の
機
構

が
、
賃
金
抑
圧
、
杜
外
流
出
抑
制
の
機
能
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く
も

つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
「
低
成
長
」
期
に
、
税
率

よ
り
も
損
益
計
算
に
よ
る
減
税
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
の
理
由
で
あ
る
。

　
日
本
資
本
主
義
の
発
展
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
企
業
税
制
の
変
化
は
、

内
部
留
保
優
遇
を
認
め
た
法
人
擬
制
説
と
い
う
そ
の
基
本
的
性
格
が
と

る
形
態
で
あ
る
が
、
そ
の
基
本
的
性
格
と
と
も
に
、
そ
の
形
態
に
っ
い

て
も
、
税
率
に
よ
る
減
税
、
　
「
近
代
会
計
理
論
」
に
よ
る
減
税
、
法
人

受
取
配
当
益
金
不
算
入
の
措
置
に
っ
い
て
は
、
す
で
に
端
緒
と
し
て
シ

ャ
ウ
プ
勧
告
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
現
代
日
本
企
業
税
制
の
諸
要
因
（
藤
岡
）

八
一
（
七
九
三
）




